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農畜産物の生産拡大（農林課）

農業の振興

2 活力に満ちた
産業振興都市づくり

地域農産物の消費拡大（農林課）

担い手の確保・育成（農林課）

○農業の振興　　　　　　　　　　2,647 万円
　地域条件を生かした収益性の高い農業経営を支援するとともに、地域で取り組む特産品目の生産、
園芸作物の生産、環境保全型農業の実践を支援することで、農業生産の拡大と所得向上を図ります。

○鳥獣被害の防止　　　　　　　　1,534 万円
　ツキノワグマ、ニホンジカなどによる農作物被害を防止するため、電気柵などの購入に対して助成
します。
　また宮古市鳥獣被害対策実施隊による捕獲活動などを支援します。

○地産地消の推進　　　　　　　　1,120 万円
　市内で生産されるさまざまな農林水産物を広く消費者に PRするとともに、学校給食に地元農産物
を供給する生産者や生産者組織に対して助成します。また、学校給食センターが実施する「まるごと
宮古食材の日」の宮古市産食材費を助成します。

○農業担い手確保対策事業　　　　　727 万円
　新たな農業の担い手を確保し地域農業の振興を図るため、農業に意欲を持って新規に参入しようと
する就農希望者とその研修を受け入れる農家および農業法人に対して助成します。就農希望者には研
修支援として月額 12 万 5000 円を限度に助成します。
　また新規就農者が農業経営を開始するために必要な施設および機械設備などの整備に対して助成し
ます。

○農業次世代人材投資事業　　　　　900 万円
　農業経営開始から初期段階の青年就農者の生活を支援し、農業経営に対する意欲の維持・向上を図
り、次世代の担い手を育成するため給付金を給付します。
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２　活力に満ちた産業振興都市づくり

森林づくり活動の推進（川井総合事務所）

○木の博物館推進事業　　　　　　　　　　　　　   642 万円
　希少な植生や森林の多面的機能について紹介、体験できる木の博物館の整備拡充を図るための調査
事業や施設整備を行います。また市民向けの木の博物館分館ツアーを実施します。

農地の保全・活用（農林課）

計画的な森林整備の推進（農林課）

林業の振興

地域材の利用促進（農林課）

○耕作放棄地解消事業　　　　　　254 万円
　増加傾向にある耕作放棄地を有効的に活用し、生産性の高い農業の確立を図るため、耕作放棄地を
農地として再生する取り組みに対して助成します。

○木質バイオマスストーブ購入補助金　　　　　　200 万円
　地球にやさしい木質バイオマス利用を促進するため、２次燃焼機能付きまきストーブおよびペレッ
トストーブの購入者に補助します。
◆１台あたりの補助限度額　10 万円

○地域木材利用住宅推進事業　　　　　    　　　  1,200 万円
　地域材の利用を促進するため、一定割合以上の地域材を使用して新築または増築する住宅に助成し
ます。
◆１棟あたりの補助限度額　30 万円

担い手の確保・育成（農林課）

○林業担い手確保対策事業　　　　　　　　　　　422 万円
　林業への新規就業希望者と新規就業希望者の研修を受け入れる林家に対して助成します。新規就業
希望者には研修支援として月額 12 万 5000 円を限度に助成します。

○森林づくり補助事業　　　　　　　　 1,319 万円

○林業成長産業化総合対策事業【新規】　　　　　　　　 689 万円

　計画的・共同的に森林の手入れをしている民有林の所有者が行う森林整備、間伐材搬出の経費を補
助します。資源循環サイクルの構築、間伐材利用の推進により二酸化炭素吸収源対策に寄与します。
◆補助対象　植林、下刈、枝打ち、除伐、保育間伐、更新伐、間伐材の運搬経費、作業路の開設・改
良

　森林整備の地域活動にかかる経費（森林経営計画作成や森林境界の明確化の経費）に対し、補助金
を交付します。
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２　活力に満ちた産業振興都市づくり

漁港・漁場・漁村の整備（水産課）

水産業の振興

生産の拡大（水産課）

○栽培漁業の推進　　　　　　　985 万円
　沿岸漁業の振興のためには「つくり育てる漁業」が重要です。そこで、減少傾向にある磯根資源の
増大を図るため、漁業協同組合が行うアワビなどの栽培漁業に対して助成します。

○漁港などの整備　　　　　　　４億 471 万円

○漁港施設等の長寿命化対策【新規】　　　　　　　２億 3,828 万円

○浜の活力再生施設整備　　　　　　　1,000 万円

　出漁準備や陸揚げなど、漁業生産活動の拠点となる漁港の整備を進め、安全確保や作業の軽減を図
るとともに、漁港および背後集落の地震・津波・高潮への防災対策を進めます。
　また漁場は、漁業の生産の場でもあることから、漁港などと一体的に整備を進めます。　
◆市営管理漁港整備事業…小港漁港、津軽石漁港、千鶏漁港、小堀内漁港（摂待地区）、石浜漁港
◆県営漁港整備事業負担金…重茂漁港、田老漁港

　老朽化の進む漁港施設等の長寿命化を図るため、計画的かつ効率的な補修を行います。

　日出島漁場の養殖施設の整備費用を支援します。国が２分の１、残りは実施主体の宮古漁業協同組
合が負担します。

担い手の確保・育成（水産課）

○漁業担い手確保対策事業　　　　　　2,565 万円
　漁業の担い手を確保するため、養殖漁業および漁船漁業の新規就漁者を受け入れる経営体が所属す
る漁協に対し、助成します。また、Ｉターン者の家賃助成や漁業体験を支援します。

流通加工体制の整備（水産課）

○水産物の消費拡大　　　　　　468 万円
　ＪＲ目黒駅前で開催される「目黒のさんま祭り」への参加などを通じて、宮古の水産物のＰＲ活動
を行います。

○廻来船誘致対策　　　　　　1,410 万円
　宮古市魚市場の水揚げは、廻来船が数量・金額ともに大きな割合を占めていることから、関東、北
陸、北海道、東北地区の船主や漁業協同組合などに対して、官民一体の誘致活動を行うとともに、廻
来船や買受人が使用する氷に対して一定の助成を行い、水揚げの増大と加工原魚の確保を図ります。
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２　活力に満ちた産業振興都市づくり

情報の発信（観光課）

○観光宣伝　　　　　　　　　　　　　　　　　6,930 万円
　観光パンフレットの作成やメディアなどを活用した広告・宣伝活動を行い、宮古市のＰＲを行いま
す。また、各種観光イベント（鮭まつり、夏まつり、秋まつりなど）や、宮古観光文化交流協会が行
う観光宣伝（首都圏での観光ＰＲイベントなど）を支援し、観光客の誘客を図ります。

商業・サービス業の振興

魅力ある商業活動の推進（産業支援センター）

経営基盤の強化（産業支援センター）

○中小企業の振興　　　　　　　　　　　2,978 万円

○商工金融対策　　　　　　　　　４億 6,800 万円

　商工会議所など市内各種団体への支援・指導や、商店街団体などが行う魅力ある商店街づくりのため
の事業への助成、成功店モデル創出波及事業などにより、商店街の活性化を図ります。

　市内中小企業の金融対策として、中小企業振興資金融資制度を実施します。市の利子補給により、
低金利で借り入れることができます。

観光の振興

受入体制の整備（観光課）

○三陸ジオパーク推進　　　　　　　　　　　　　795 万円
　三陸ジオパークの普及・拡大を図るため、宮古市三陸ジオパーク推進協議会の支援などを行います。

○月山山頂部へのアクセス道路改良　　　　　　 9,600 万円
　月山山頂部へのアクセス道路の改良工事を行います。

地域観光資源の活用（観光課）

○宮古版地域ＤＭＯによる観光推進　　　　　　　680 万円
　地域一帯での魅力的な観光地づくりに向けて、データ収集や分析などに基づいた戦略的な観光プロ
モーションを行う宮古版地域ＤＭＯ事業を支援します。

河川漁業の推進（水産課）

○河川漁業推進事業　　　　　　1,180 万円
　和井内養魚場の取水施設を増設するための調査・設計を行います。
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２　活力に満ちた産業振興都市づくり

６次産業化の推進（産業支援センター）

連携・高付加価値型産業の形成

産業支援体制の充実（産業支援センター）

○次世代経営者育成支援　　　　　　　100 万円

○産業立市ビジョン策定事業　　　　　　　126 万円

　復興事業の終了を見据えて、地域経済の維持を図るため、宮古商工会議所が行う次世代経営者や若
手経営者を対象にした人材育成事業を支援します。

　各産業相互の連携を強化し、６次産業が躍動する産業都市づくりに向けて、指針となる「宮古市産
業立市ビジョン」の策定を行います。

○産業支援センター事業　　　　　　 1,736 万円
　次のとおり地元の事業者を支援します。
◆研修会や実技講習会による人材育成　　　　　◆技術や経営などの相談、問題解決コーディネート
◆新規事業、異分野進出の支援　　　　　　　　◆産学官連携などのネットワークづくり　　　　
◆宮古市産業まつり補助金
◆関係機関とのネットワークを生かした情報提供

○海外販路開拓　　  　　　　　　　99 万円
　観光および産業面で交流が深まっている台湾を継続して訪問し、さらなる販路拡大を目指します。
また、岩手県と連携し、岩手県大連経済事務所のサポートにより中国における販路開拓を目指します。

○農林水商工観連携　　　　　　　　　322 万円
　各産業相互の連携を強化し、地域資源の活用と人材・後継者の育成を進め、生産者・事業者・企業
などの６次産業化を支援します。
※６次産業＝農林水産業の１次産業、製造業の２次産業、流通・販売・観光・サービスの３次産業
をあわせた高付加価値の複合型産業
◆人材育成　　　　　　　　　　　◆産業間交流推進（産業間交流セミナー）　
◆専門家による継続指導

○産業振興補助事業　　　　　　　500 万円
　宮古市産業振興基金を活用し、生産力の向上、産業間の連携強化、６次産業化の促進、地域資源の
活用、人材育成や、商品のブランド化・販路拡大を図る事業などに取り組む市内の事業者、生産者、
特定非営利活動法人などを支援します。
◆補助金の上限額　100 万円

食産業の支援（産業支援センター）

○地域資源活用販路開拓支援　　　　　　　　　75 万円
　市内の農林水産物を利用した加工品の開発改良により付加価値を高めた「売れる加工品」づくりを
支援します。また、企業・事業者の販路開拓・拡大を支援します。
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２　活力に満ちた産業振興都市づくり

港湾の利用促進

雇用の促進と労働者の福祉の充実

貨物取扱機能の強化（港湾振興課）

港湾の活用（港湾振興課）

雇用の促進（産業支援センター）

○宮古港港湾機能の強化　　　　　　　　　　　8,760 万円

○フェリーターミナル管理　　　　　　　　　　2,511 万円

○雇用対策事業　　　　　　　　　　　　　　　3,190 万円

　港湾管理者である岩手県と連携して、タグボードの常駐に必要な経費を事業者に補助し、港湾機能
の強化を図ります。

　宮古市が岩手県から指定管理者として管理を委託された宮古港フェリーターミナルの管理業務を行
います。

　離職者および未就業者の就業促進ならびに若者などの能力向上と就職活動を支援します。
◆トライアル雇用奨励金による雇用の創出
◆離職者の資格取得支援やセミナー開催などによる再就職支援
◆ジョブカフェみやこ設置への支援
◆１年間継続して雇用された新卒者やＵ・Ｉターン者へ就業奨励金を交付

○宮古港利用促進　　　　　　　　　　　　　　1,800 万円

○宮古港フェリー利用促進　　　　　　　　　　1,000 万円

　港湾の利用促進のため、客船歓迎事業、ポートセールスなどを行います。

　宮蘭航路の利用促進のため、航路の周知や実証事業などを行います。


